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5.7％と 4.5％、ROEは 1.9％と 0.2％とそれぞれファミリー企業の方が高い。またアメリカのフ
ァミリー企業と非ファミリー企業の売上高利益率は 0.1％と 0.08%、ROEは 5.89％と 4.26％と
なっており、日本と同様にファミリー企業の方が高い。（日経ベンチャー2007 年 4月号）。 
またファミリービジネスはその「長寿性」も特徴としてあげられる。後藤（2012）によれば
創業以来 100年以上続くファミリービジネスの数は 52,000社と推測している。さらに 200 年以
















































































































Demsets and Lehn1985 上位5位の株主に創業家の個人株主かその持株期間が含まれる
Leench and Leahy1995 創業家が会社を所有














つ目が主要理論としてエージェンシー理論（Miller ＆ Breton Miller, 2006）、四つ目がスチ


















































































































































































Anderson and Reeb(2003)は 1992年のアメリカ S＆P500 社を対象に 1992年～1999年の期間
において総資本当期純利益および総資本 EBIDA率について検証をしている。結果はファミリー
企業の方が業績が良いとされている。 
木村（2003）は 1999年の東証一部上場企業のうち売上高 500 億円以上の代表 30 社を対象に
1984 年～1998年の期間において株主資本当期利益率を検証している。また斎藤（2006）は
1990 年時点の東証一部、二部、大証一部、二部に上場している企業を対象に 1990年～1998 年
の期間において総資本利益率について検証をしている。茶木（2008）は 2004 年 3月末の東証一
部上場企業のうち、一定にファミリー企業の多い業種を対象に総資本営業利益率について検証
している。森川（2008）は経済産業省の「企業活動基本調査」と中小企業庁「企業経営実態調
査」の２つの個別データにおいて 1998年にマッチングできた企業を対象に 1998 年～2004 年ま
での期間を対象に総資本営業利益率（ROA）の検証を実施している。倉科（2008）は金融機関を







































い」と論じている。一方で先に述べた通り ファミリー企業の特性として SEW 理論のように長期
的目線で経営を行う事に強みがある。 しかしその強みもファミリービジネスを維持していく上
で様々な弊害がありまたどのような効果があるかも、まだ証明されていないのが現状である。
例えば Miller and Steier(2004)は承継により外部から専門的経営者の登用がないこと、ファ






























     成長率に正の影響を与えるが、現在のステークホルダーとの結びつきの強さは負の 


























































































































































































































































2019 年 10月 25日～2019 年 10月 30日に行った。次に、スクリーニングで抽出した回答者に対
して 2019年 11月 8日～2019 年 11 月 10日に本調査を実施した。 
スクリーニングについては年齢 20～70歳、役職として経営者・役員に就いており、配偶者・
子供が有の対象者に対し実施した。配信者数 7,947 人に対し 1,911 人から回答があった(2000
人の回答を FASTASK に依頼)。回収率は 24.04％である。その中で今回のファミリー企業の対象
者となるように、社外取締役と創業 1代目について除いた。結果として 484 人の対象者を抽出
し本調査を実施した。 
 
 本調査は、スクリーニングで抽出した 484 人に対し社会的情緒資産と組織ケイパビリティに

















































































































1 性別 0.050 0.219 1.000
2 年齢 55.990 9.382 -.014 1.000
3 配偶者はいますか 0.121 0.326 .127 + -.171 * 1.000
4 子供はいますか 0.171 0.377 -.043 -.065 .529 ** 1.000
5 あなたの役職を教えてください 0.357 0.480 .261 ** -.125 + .143 * .108 1.000
6 あなたの企業の株式を何％くらい保有しているか教えてください 0.558 0.788 -.046 -.076 -.008 .085 .299 ** 1.000
7 従業員数を教えてください 0.462 0.500 -.121 + -.055 -.096 -.019 .403 ** .201 ** 1.000
8 所属する組織の代表者は何代目か教えてください 2.688 1.007 -.020 -.081 .038 -.032 .085 .048 .177 * 1.000
9 組織の業歴は何年くらいか教えてください 7.794 2.109 -.054 .335 ** -.147 * -.032 -.201 ** -.319 ** -.010 .250 ** 1.000
10 組織でのあなたの在籍年数を教えください 3.618 1.152 -.044 .439 ** -.119 + -.070 -.264 ** -.292 ** -.130 + -.086 .439 ** 1.000
11 昨年度の年間連結売上高はどのくらいか教えてください。 1.015 2.219 -.105 -.040 -.065 .093 .142 * .342 ** .235 ** .160 * -.143 * -.241 ** 1.000
**
 p  < .01, 
*
 p  < .05, 
+
 p  < .10






































平均値 標準偏差 1 2 3 4 5 6
1 同業他社全般と比較し過去5年間の売上高利益率 3.253 1.206 1.000
2 同規模の同業他社と比較した過去5年間の売上高利益率 3.258 1.130 .880 ** 1.000
3 同業他社全般と比較し過去5年間のROA 3.169 1.162 .820 ** .840 ** 1.000
4 同規模の同業他社と比較し過去5年間のROA 3.185 1.147 .803 ** .843 ** .867 ** 1.000
5 同業他社全般と比較し過去5年間の自己資本比率 3.163 1.165 .799 ** .839 ** .856 ** .873 ** 1.000
6 同規模の同業他社と比較し過去5年間の自己資本比率 3.208 1.177 .750 ** .817 ** .842 ** .850 ** .906 ** 1.000
**
 p  < .01, 
*
 p  < .05, 
+
 p  < .10
22 
 

























項目 会社と家族の一体感 家業への感情的な愛着 会社との社会的な結びつき
同族経営の一員であることは、自分自身にとって重要な意味を持ちます .927 -.085 -.016
私の一族は同族経営の一員であることを誇りに思ってます .909 .036 -.068
一族の資産と伝統を維持することは、私たちの同族経営にとって重要な目的です。 .854 .028 -.051
私の一族は同族経営の成功が自分の成功であると感じます .754 .097 -.074
私たちにとっての同族経営は長期的な経営を評価します .737 -.045 .138
私たちの同族経営は会社だけでなく私個人にとっても重要です .736 .000 .096
私たちの一族は自社の売却を検討する事はまずないでしょう .423 .058 .123
私たちの同族経営において感情的な配慮はしばしば経済的な配慮と同じくらい重要です -.003 .871 -.026
私たちの同族経営において家族間の感情的な繋がりは非常に強いです -.054 .842 .062
私たちの同族経営において感情が意思決定プロセスに影響を与える事はよくあります -.010 .781 -.100
家族感の強い感情的な結びつきは一族が前向きな気持ちを維持する為に重要です .131 .717 .040
私たちの同族経営において一族同士の関係はお互いに暖かさを感じます .292 .423 .217
私たちの同族経営では取引先との関係は主に信頼と互恵性に基づいています -.010 -.109 1.016
取引先と強い関係を築くことは私たちの同族経営にとって重要です -.022 -.035 .890
サプライヤーとの関係は私たちの同族経営において長期的な関係に基づいています .030 .145 .693
私たちの同族経営では一族以外の従業員も家族のように扱われます .036 .039 .623
α係数 .918 .897 .884
因子間相関
会社と家族の一体感 家業への感情的な愛着 会社との社会的な結びつき






し 16 の質問項目を用いている。因子分析の結果、①支援 ②配慮 ③業務外への関心という 3
因子が抽出された。クロンバックのαは 0.8 を上回っており、内的一貫性に問題はないといえ
る。 















項目 支援 配慮 業務外の関心
部下に様々な角度から物事を考えさせます .886 .012 -.042
強い目的意識をもつことの重要性を明確にしています .849 -.101 .132
部下の強みを伸ばすことを支援します .776 .301 -.183
部下の任務を完遂させるために新しい見方を示します .767 .078 -.057
将来的な魅力的なビジョンを明確に示します .753 -.159 .279
部下が他人とは異なる能力・熱意・ニーズをもっていると考えてます .411 .243 .149
部下が仕事で困難に直面している時に励まします -.071 .733 .232
付き合いの長い部下にも気遣う気持ちを持っています .016 .591 .268
部下に対し、単なるグループのメンバーとしてではなく一人の人間として接しています .403 .542 -.079
部下の業績が満足のいかないものである真の原因について明らかにしようとします .146 .499 .251
部下が仕事で要求される能力について欠けているときに教育や指導をします .373 .454 .057
集団として使命感をもつことの重要性を強調します .322 .371 .141
部下の好みを把握しています -.126 .164 .784
部下の教育や指導に時間をとっています .072 -.048 .715
部下について仕事だけでなくプライベートについても気にかけます .008 .106 .671
部下の将来のキャリアプランの構築を助けます .203 .089 .541
α係数 .923 .916 .849
因子間相関
支援 配慮 業務外への関心



























































図表 17 モチベーションを目的変数とした重回帰分析結果 






































 p  < .01, 
*
 p  < .05, 
+





















年齢 .090 .152 +
既婚か .056 -.002
子供がいるか .045 .071




業歴 .019 .189 *
在籍年数 -.171 * -.135
昨年度の年間連結売上高 -.055 -.063
家族と経営の一体感 .002 .048
同族経営の感情面 .369 ** .210 *
R
2 .175 ** .160 **
調整済みR 2 .117 .102
F 値 3.014 2.721
**
 p  < .01, 
*
 p  < .05, 
+








役職 -.333 ** -.223 **
株式の保有 .044 .064
従業員数 -.116 .029
組織の代表者は何代目か -.052 -.124 +
業歴 .102 .180 *
在籍年数 -.077 -.030
昨年度の年間連結売上高 .037 .135 *
家族と経営の一体感 .343 ** .441 **
同族経営の感情面 -.069 .007
R
2 .327 ** .321 **
調整済みR 2 .279 .273
F 値 6.901 6.729
**
 p  < .01, 
*
 p  < .05, 
+
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